
き
ょ
う
と
の
し
じ
ゅ
く

京
都
の
私
塾

15知
る

■
私
塾
と
は

こ
こ
で
い
う
私
塾
と
は
、
主
に
江
戸
時
代
、
民
間
の
有
識
者
に
よ
っ

て
開
設
さ
れ
た
教
育
機
関
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
私
塾
は
幕
府
や
藩
の

統
制
を
受
け
る
こ
と
な
く
塾
主
に
よ
っ
て
独
自
に
経
営
さ
れ
、
そ
の
自

宅
を
教
場
と
し
て
用
い
、
学
問
や
文
芸
を
門
人
に
教
授
し
ま
し
た
。

近
世
庶
民
の
教
育
機
関
と
し
て
は
寺
子
屋
が
あ
り
ま
す
が
、
寺
子
屋

が
主
に
子
供
を
対
象
と
し
て
読
み
・
書
き
・
算
盤
程
度
の
内
容
を
教
え

そ
ろ
ば
ん

た
の
に
対
し
、
私
塾
で
は
よ
り
高
度
な
学
問
や
文
芸
を
あ
つ
か
い
ま
し

た
。
内
容
は
儒
学
を
対
象
と
す
る
漢
学
塾
が
最
も
一
般
的
で
し
た
が
、

ほ
か
に
も
和
学
や
蘭
学
・
洋
学
、
ま
た
医
学
・
神
道
・
詩
文
な
ど
多
彩

な
私
塾
が
あ
り
、
剣
術
・
馬
術
な
ど
武
芸
を
教
授
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
し
た
。

■
京
都
の
私
塾
の
歴
史

私
塾
の
歴
史
は
江
戸
時
代
初
期
に
始
ま
り
ま
す
。
長
い
文
化
的
伝
統

を
持
っ
て
い
た
京
都
で
も
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
多
く
の
私
塾
が
栄
え

ま
し
た
。
京
都
の
私
塾
と
し
て
は
、
十
七
世
紀
前
半
、
日
本
近
世
朱
子

学
の
祖
藤
原
惺
窩
に
学
ん
だ
松
永
尺
五
が
開
い
た
春
秋
館
や
講
習
堂
が

ふ
じ
わ
ら
せ
い

か

ま
つ
な
が
せ
き

ご

早
い
も
の
で
す
。

特
に
こ
の
講
習
堂
と
、
十
七
世
紀
後
半
に
伊
藤
仁
斎
が
開
い
た
古
義

い

と
う
じ
ん
さ
い

こ

ぎ

堂
と
は
、
明
治
時
代
に
い
た
る
ま
で
二
百
数
十
年
も
の
間
、
子
孫
に
よ

っ
て
代
々
受
け
継
が
れ
ま
し
た
。
天
保
十
三(

一
八
四
二)

年
に
は
、
両

塾
は
京
都
の
私
塾
の
代
表
と
し
て
幕
府
か
ら
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
江
戸
時
代
中
期
以
降
に
は
、
蘭
学
の
導
入
や
医
学
の
発
達
、
和
学
の

高
揚
な
ど
も
あ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
私
塾
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
一
方
、
江
戸
中
期
頃
に
な
る
と
江
戸
の
発
展
に
よ
り
京

都
の
文
化
的
な
優
位
は
揺
ら
ぎ
始
め
、
幕
府
直
轄
の
昌
平
坂
学
問
所
の

し
ょ
う
へ
い
ざ
か
が
く
も
ん
し
ょ

設
置
や
藩
校
の
急
増
、
ま
た
地
方
私
塾
の
成
長
な
ど
に
よ
り
、
京
都
の

は
ん
こ
う

私
塾
は
次
第
に
衰
退
し
て
い
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
明
治
時
代
に
は
公
的

な
教
育
制
度
が
本
格
的
に
整
備
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
私
塾
の
時
代
も

や
が
て
終
り
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
遊
学
案
内
書
の
刊
行

江
戸
中
期
の
儒
学
者
江
村
北
海
に
よ
れ
ば
、

え

む
ら
ほ
く
か
い

凡
ソ
諸
国
ヨ
リ
京
学
々
々
ト
テ
京
都
ヘ
来
リ
学
ブ
生
徒
、
来
ル
ア

お
よリ

帰
ル
ア
リ
、
来
去
常
ナ
シ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
大
抵
一
年
ニ
幾
百
ヲ

以
テ
数
フ
ベ
シ

(

『
授
業
編
』
天
明
元<

一
七
八
一>

年
序)

と
い
い
、
当
時
は
地
方
か
ら
毎
年
数
百
人
も
の
生
徒
が
修
学
の
た
め
に

上
洛
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

京
都
で
の
手
づ
る
を
持
た
ず
に
遊
学
し
て
く
る
人
々
に
と
っ
て
、
ど

の
学
者
に
入
門
す
べ
き
か
と
い
う
手
引
き
書
と
な
っ
た
の
が
『
平
安
人

物
志

で
す

そ
の
初
版
凡
例
に
は

此
の
編
の
作

他
邦
の
人

京
師

』

。

「

、

、
け
い

し

に
遊
学
す
る
者
の
為
に
輯
む
」
と
あ
っ
て
、
本
文
に
は
京
都
に
居
住
す

あ
つ

る
文
化
人
の
姓
名
・
字
号
・
住
所
・
俗
称
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
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同
書
は
何
度
も
版
を
改
め

て
内
容
を
刷
新
し
て
お
り
、

・
明
和
四(

一
七
六
七)

年

・
安
永
四(

一
七
七
五)

年

・
天
明
二(

一
七
八
二)

年

・
文
化
十(

一
八
一
三)

年

・
文
政
五(

一
八
二
二)

年

・
文
政
十
三(

一
八
三
〇)

年

・
天
保
九(

一
八
三
八)

年

・
嘉
永
五(

一
八
五
二)

年

・
慶
応
三(

一
八
六
七)

年

の
計
九
版
を
数
え
ま
し
た
。

た
だ
し
京
都
の
学
問
的
中
心

と
い
う
役
割
が
衰
え
る
と
、
入
門
案
内
と
い
う
よ
り
京
都
の
文
化
人
名

鑑
と
い
う
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
う
し
た
入
門
案
内
の
類
似
書
と
し
て
、
京
都
で
開
業
す
る

医
師
の
姓
名
や
門
流
、
お
よ
び
内
科
・
外
科
な
ど
の
担
当
科
を
列
挙
し

た
『
良
医
名
鑑

『
天
保
医
鑑

『
洛
医
人
名
録
』
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

』

』

り
ょ
う
い
め
い
か
ん

て
ん
ぽ
う

い

か
ん

ら
く

い

じ
ん
め
い
ろ
く

こ
れ
ら
は
ま
た
、
患
者
が
名
医
を
求
め
る
た
め
の
資
料
と
し
て
も
利
用

さ
れ
ま
し
た
。

歩
く
／
見
る

■
江
戸
時
代
の
京
都
の
主
要
な
私
塾

(

開
塾
年
代
が
不
明
の
場
合
は
開
塾
者
の
生
没
年
を(

)

で
示
し
た)

儒
学

●塾
名

開
塾
者

所
在
地

開
塾
年
代

春
秋
館

松
永
尺
五

西
洞
院
通
二
条
下
る

一
六
二
八
～

し
ゅ
ん
じ
ゅ
う

ま
つ
な
が
せ
き
ご

『平安人物志』(天保9年版)
右に講習堂、左には古義堂の名が見えます。

講
習
堂

松
永
尺
五

東
堀
川
通
二
条
下
る
東
側

一
六
三
七
～
一
八
八
九

生
白
堂

菅
得
庵

雉
塾

木
下
順
庵

東
山

(

一
六
二
一
～
一
六
九
八)

き
の
し
た
じ
ゅ
ん
あ
ん

山
崎
闇
斎

一
六
五
五
～

葭
屋
町
通
下
立
売
上
る
東
側

や
ま
ざ
き
あ
ん
さ
い

錦
陌
講
堂

浅
見
絅
斎

高
倉
通
錦
小
路
西
入

(

一
六
五
二
～
一
七
一
一)

き
ん
ぱ
く

あ
さ
み
け
い
さ
い

望
楠
軒

若
林
強
斎

一
七
一
二
～
幕
末

堺
町
通
二
条
下
る
杉
屋
町
西(

の
ち
東)

側

ぼ
う
な
ん

わ
か
ば
や
し
き
ょ
う
さ
い

古
義
堂

伊
藤
仁
斎

一
六
六
二
～
一
九
〇
五

東
堀
川
通
下
立
売
上
る
東
側

こ

ぎ

い
と
う
じ
ん
さ
い

京
都
学
館

淵
岡
山

一
六
七
四
～

葭
屋
町
通
元
誓
願
寺
下
る
徳
屋
町

ふ
ち
こ
う
ざ
ん

堀
景
山

室
町
通
綾
小
路
西

(

一
六
八
八
～
一
七
五
七)

ほ
り
け
い
ざ
ん

観
自
在
堂

服
部
蘇
門

千
本
通
上
長
者
町
東
入

～
一
七
六
八
～

は
っ
と
り
そ
も
ん

弘
道
館

皆
川
淇
園

一
八
〇
六
～

中
立
売
通
室
町
西
入
る
南
側

こ
う
ど
う

み
な
が
わ
き
え
ん

猪
飼
敬
所

堺
町
通
竹
屋
町
南

(

一
七
六
一
～
一
八
四
五)

い
か
い
け
い
し
ょ

遵
古
堂

岩
垣
龍
渓

富
小
路
通
夷
川
上
る

一
八
世
紀
後
半
～

じ
ゅ
ん
こ

い
わ
が
き
り
ゅ
う
け
い

医
学

●

伊
良
子
道
牛

銀
座
町
二
丁
目

(

一
六
七
一
～
一
七
三
四)

い

ら

こ
ど
う
ぎ
ゅ
う

畑
黄
山

烏
丸
通
四
条
下
る

一
七
八
二
～
八
八

学
館
医
学
院

は
た
こ
う
ざ
ん

究
理
堂

小
石
元
俊

釜
座
通
竹
屋
町
下
る

(

一
七
四
三
～
一
八
〇
八)

き
ゅ
う
り

こ
い
し
げ
ん
し
ゅ
ん

蓼
莪
堂

吉
雄
元
吉

室
町
通
二
条
下
る

一
八
〇
〇
～

り
く
が

よ
し
お
げ
ん
き
つ

順
正
書
院

新
宮
凉
庭

南
禅
寺
草
川
町

一
八
三
九
～
明
治
頃

じ
ゅ
ん
せ
い

し
ん
ぐ
う
り
ょ
う
て
い

和
学

●北
辺
塾

富
士
谷
御
杖

一
八
〇
四
～

正
親
町(

現
中
立
売
通)

北
辺

ふ

じ
た
に
み
つ
え

審
神
舎

富
士
谷
御
杖

五
条
坊
門(

現
仏
光
寺
通)

一
八
一
七
～

さ
に
わ
の
や

一
八
一
六
～
一
九
世
紀
前
半

釋
舎

城
戸
千
楯

室
町
通
錦
小
路
西

ぬ
で
の
や

き

ど

ち
た
て

報
本
学
舎

大
国
隆
正

一
八
四
一
～

詩
歌

●

香
川
景
樹

岡
崎
東
福
ノ
川
町

(

一
七
六
八
～
一
八
四
三)

か
が
わ
か
げ
き

(

『
京
都
府
の
教
育
史
』
附
表
を
も
と
に
作
成)
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■
松
永
昌
三
講
習
堂
跡

中
京
区
東
堀
川
通
二
条
下
る
東
側

ま
つ
な
が
し
ょ
う
さ
ん
こ
う
し
ゅ
う

松
永
昌
三(

一
五
九
二
～
一
六
五
七)

は
尺
五
と
号
し
、
父
は
歌
人
と

せ
き

ご

し
て
名
高
い
貞
徳
で
す
。
尺
五
は
藤
原
惺
窩(

一
五
六
一
～
一
六
一
九)

て
い
と
く

ふ
じ
わ
ら
せ
い

か

に
師
事
し
、
寛
永
五(

一
六
二
八)

年
に
漢
学
塾

春
秋
館
を
開
き
、
寛
永
十
四(

一
六
三
七)

年
、

こ
の
地
に
京
都
所
司
代
板
倉
重
宗
の
援
助
で
講

習
堂
を
開
塾
し
ま
し
た
。
こ
の
翌
年
に
は
後ご

水
尾
上
皇
よ
り
自
筆
の
扁
額
を
下
賜
さ
れ
て
お

み
ず
の
お

り
、
ま
た
後
光
明
天
皇
か
ら
は
堺
町
御
門
前
の

、

。

土
地
を
下
賜
さ
れ

尺
五
堂
を
建
て
て
い
ま
す

尺
五
の
門
弟
は
五
千
名
に
も
お
よ
ん
だ
と
い
わ

れ
、
講
習
堂
は
松
永
家
が
代
々
継
承
し
て
明
治

時
代
に
い
た
り
ま
し
た
。
現
在
、
そ
の
跡
に
あ

た
る
地
に
石
標
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
松
永
昌
三
の
墓
は
妙
恵
会
総
墓
所(
下
京
区
柿
本
町)

に
あ
り

み
ょ
う
え
か
い

ま
す
。

■
山
崎
闇
斎
邸
跡

上
京
区
葭
屋
町
通
下
立
売
上
る
東
側

や
ま
ざ
き
あ
ん
さ
い

山
崎
闇
斎(

一
六
一
八
～
八
二)

は
、
は
じ
め
京
都
で
仏
門
に
入
り
ま

し
た
が
、
儒
学
者
野
中
兼
山
の
眼
に
止
ま
っ
て
土
佐
へ
移
り
、
同
じ
儒

の

な
か
け
ん
ざ
ん

学
者
の
谷
時
中
に
師
事
し
て
儒
学
を
学
び
ま
し
た
。
や
が
て
帰
京
し
た

た
に
じ
ち
ゅ
う

、

。

、

後

明
暦
元(

一
六
五
五)

年
に
は
自
宅
で
講
席
を
開
き
ま
し
た

現
在

そ
の
跡
に
あ
た
る
地
に
石
標
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

闇
斎
は
江
戸
に
遊
学
し
て
会
津
藩
主
保
科
正
之
ら
の
知
遇
を
得
る
な

ほ

し
な
ま
さ
ゆ
き

ど
精
力
的
に
活
動
し
、
晩
年
に
は
神
道
へ
関
心
を
寄
せ
て
、
儒
学
と
神

道
を
合
一
し
た
垂
加
神
道
を
唱
え
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

す
い

か

な
お
、
闇
斎
の
墓
は
金
戒
光
明
寺(

左
京
区
黒
谷
町)

に
あ
り
、
下
御

こ
ん
か
い
こ
う
み
ょ
う
じ

し
も

ご

霊
神
社(

中
京
区
寺
町
通
丸
太
町
下
る)

に
は
闇
斎
を
祀
っ
た
垂
加
社
が

り
ょ
う

す
い

か

講習堂扁額(京都国立博物館蔵)

あ
り
ま
す
。

■
伊
藤
仁
斎
古
義
堂
跡

上
京
区
東
堀
川
通
下
立
売
上
る
東
側

い

と
う
じ
ん
さ
い

こ

ぎ

伊
藤
仁
斎(

一
六
二
七
～
一
七
〇
五)

は
京
都
の
商
家
に
生
ま
れ
、
歌

人
里
村
紹
巴
の
孫
を
母
と
し
て
、
豪
商
角
倉
家
と
も
縁
戚
関
係
に
あ
っ

さ
と
む
ら
じ
ょ
う
は

す
み
の
く
ら

た
人
物
で
す
。

仁
斎
は
朱
子
学
を
学
び
ま
し
た
が
、
後
に
批
判
的
と
な
り
、
本
来
の

孔
子
の
教
え
に
戻
る
べ
く
古
義
学
派(

堀
川
学
派)

を
創
始
し
て
、
寛
文

二(

一
六
六
二)

年
、
当
地
の
自
宅
に
古
義
堂
を
開
き
ま
し
た
。
古
義
堂

に
は
公
家
・
武
家
・
町
人
に
わ
た
る
多
数
の
門
弟
が
訪
れ
て
隆
盛
を
見

せ
、
松
永
家
の
講
習
堂
と
並
ぶ
京
都
の
私
塾
の
代
表
的
存
在
と
な
っ
て

お
り
、
伊
藤
家
が
代
々
継
承
し
て
明
治
時
代
に
い
た
り
ま
し
た
。
ち
な

み
に
、
こ
の
地
は
山
崎
闇
斎
の
私
塾
と
堀
川
を
挟
ん
だ
向
か
い
側
に
あ

た
り
ま
す
。

古
義
堂
は
、
天
明
八(

一
七
八
八)

年
の
天

明
の
大
火
を
は
じ
め
幾
度
も
火
災
に
見
舞
わ

れ
、
現
存
す
る
建
物
は
明
治
二
十
七(

一
八
九

四)

年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
二
階
建

土
蔵
造
の
書
庫
は
仁
斎
時
代
の
も
の
が
現
存

し
て
い
ま
す(

国
指
定
史
跡)

。
現
在
、
塾
跡

と
邸
宅
を
示
す
石
標
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、

仁
斎
ら
歴
代
の
当
主
が
遺
し
た
著
作
や
蔵
書

は
、
天
理
図
書
館
に
古
義
堂
文
庫
と
し
て
収

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
仁
斎
の
墓
は
二
尊
院(

右
京
区
嵯
峨
二
尊
院
門
前
長
神
町)

に

に

そ
ん
い
ん

あ
り
ま
す
。
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■
堀
景
山
邸
跡

下
京
区
綾
小
路
通
室
町
西
入
る

ほ
り
け
い
ざ
ん

堀
景
山(

一
六
八
八
～
一
七
五
七)

は
儒
学
者
堀
杏
山
の
曾
孫
で
、
幼

ほ
り
き
ょ
う
ざ
ん

少
か
ら
父
玄
達
に
学
ん
で
儒
医
と
な
り
ま
し
た
。
景
山
は
こ
の
地
に
居

宅
を
か
ま
え
な
が
ら
、
安
芸
国
広
島
藩
主
浅
野
吉
長
に
招
か
れ
て
た
び

た
び
進
講
し
ま
し
た
。
ま
た
国
学
者
本
居
宣
長(

一
七
三
〇
～
一
八
〇

も
と
お
り
の
り
な
が

一)

も
、
宝
暦
二(

一
七
五
二)

年
か
ら
同
四
年
ま
で
、
景
山
の
も
と
へ

寄
宿
し
て
儒
学
を
学
ん
で
い
ま
す
。

な
お
、
景
山
の
墓
は
南
禅
寺
塔
頭
帰
雲
院(

左
京
区
南
禅
寺
福
地
町)

き

う
ん
い
ん

に
あ
り
ま
す
。

■
皆
川
淇
園
弘
道
館
跡

上
京
区
中
立
売
通
室
町
西
入
る
南
側

み
な
が
わ

き

え
ん
こ
う
ど
う

皆
川
淇
園(

一
七
三
四
～
一
八
〇
七)

は
医
者
の
皆
川
春
洞
を
父
と

し
、
和
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
富
士
谷
成
章

(

御
杖
の
父)

は
弟
に
あ

ふ

じ

た
に
な
り
あ
き
ら

み

つ
え

た
り
ま
す
。
淇
園
は
特
別
な
師
を
持
た
ず
、
ほ
と
ん
ど
独
学
で
独
自
の

学
問
を
打
ち
立
て
、
晩
年
の
文
化
三(

一
八
〇
六)
年
、
自
宅
に
弘
道
館

を
開
き
ま
し
た
。
現
在
、
そ
の
跡
に
あ
た
る
地
に
石
標
が
建
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
淇
園
は
肥
前
国
平
戸
藩
主
松
浦
静
山
を
は
じ
め
諸
藩
の
礼
遇
を

ま
つ

ら

せ
い
ざ
ん

受
け
た
ほ
か
、
画
家
円
山
応
挙
ら
と
も
親
交
を
結
び
、
詩
文
・
書
画
に

ま
る
や
ま
お
う
き
ょ

も
秀
で
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
淇
園
の
墓
は
阿
弥
陀
寺(

上
京
区
寺
町
通
今
出
川
上
る)
に
あ

り
、
そ
の
墓
碑
銘
は
松
浦
静
山
の
撰
文
に
な
り
ま
す
。

■
香
川
景
樹
邸
跡

左
京
区
岡
崎
東
福
ノ
川
町

か

が
わ
か
げ

き

香
川
景
樹(

一
七
六
八
～
一
八
四
三)

は
因
幡
国
鳥
取
藩
士
の
子
に
生

ま
れ
ま
し
た
が
、
歌
道
で
の
立
身
を
は
か
っ
て
上
洛
し
、
歌
人
の
小
沢

お

ざ
わ

蘆
庵
や
香
川
景
柄
に
和
歌
を
学
び
ま
し
た
。

ろ

あ
ん

か

が
わ
か
げ
も
と

景
樹
は
歌
壇
二
条
派
の
宗
家
で
あ
っ
た
香
川
家
梅
月
堂
の
養
子
に
迎

ば
い
げ
つ

え
ら
れ
ま
し
た
が
、
後
に
離
縁
さ
れ
て
独
立
し
、
明
治
時
代
ま
で
歌
壇

の
主
流
と
な
る
桂
園
派
を
創
始
し
ま
し
た
。
享
和
三(

一
八
〇
三)

年
に

け
い
え
ん

は
岡
崎
に
住
居
を
移
し
、
そ
の
後
こ
こ
は
桂
園
と
呼
ば
れ
て
桂
園
派
の

か
つ
ら
の
そ
の

拠
点
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
景
樹
の
墓
は
聞
名
寺(

左
京
区
東
大
路
通
仁
王
門
上
る)

に
あ

も
ん
み
ょ
う
じ

り
ま
す
。

■
新
宮
凉
庭
順
正
書
院
跡

左
京
区
南
禅
寺
草
川
町(

料
亭
順
正)

し
ん
ぐ
う
り
ょ
う
て
い
じ
ゅ
ん
せ
い

新
宮
凉
庭(

一
七
八
七
～
一
八
五
四)

は
丹
後
国
由
良(

京
都
府
宮
津

ゆ

ら

市)

の
医
家
に
生
ま
れ
、
伯
父
に
医
学
を
学
ん
だ
後
、
長
崎
へ
遊
学
し

て
西
洋
医
学
を
修
養
し
ま
し
た
。
や
が
て
帰
郷
の
後
、
文
政
二(

一
八

一
九)

年
に
は
京
都
で
開
業
、
京
都
随
一
の
流
行
医
と
な
り
ま
し
た
。

天
保
十(

一
八
三
九)

年
、
凉
庭
は
私
財
を
投
じ
、
当
地
に
医
学
校
兼

図
書
館
の
順
正
書
院
を
設
立
し
て
、
内
外
科
ほ
か
八
学
科
を
定
め
て
体

系
的
な
医
学
・
儒
学
教
育
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
順
正
書
院
は
明
治
時
代
に

い
た
る
ま
で
維
持
さ
れ
、
現
在
は

料
亭
順
正
と
し
て
当
時
の
遺
構
が

ほ
ぼ
残
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
玄
関

に
は
京
都
所
司
代
間
部
詮
勝
の
筆

ま
な
べ
あ
き
か
つ

に
な
る
「
順
正
書
院
」
の
額
が
か

か
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
凉
庭
の
墓
は
南
禅
寺
塔

頭
天
授
庵(

左
京
区
南
禅
寺
福
地

て
ん
じ
ゅ
あ
ん

町)

に
あ
り
ま
す
。

（『 』 ）江戸時代の順正書院 東山名勝図会 巻一
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